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•  IoT 社会を下支えする情報基盤の創出を目的に、超多数の端末を
同時にネットワークへ接続するための無線アクセス技術を開発。

• 統計的信号処理と機械学習を融合し、従来のモデル駆動設計と
データ駆動設計を組み合わせた新しいアルゴリズム開発の枠組
みを研究。

• 多数センサからのデータを統合・適切に処理し、端末の位置情
報や動態情報を取得する環境認知技術を開発。

• 企業との共同研究では、ベクトルデータベースを活用したデータ
駆動型のスケジューリング処理の開発など、実用化を見据えた研
究開発に従事。

工学、金融、医療

無線通信のための統計的信号処理の設計
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将来到来する超スマート社会に役立つ革新的半導体光デ
バイス創出に向け、「『身の回りの半導体』から『身に着
ける半導体』」を目指し高精度の原子・形状制御結晶成
長技術および微細構造作製技術により新奇ナノスケール
結晶構造を創出する研究を行っています。具体的には、

「ナノ構造（ナノワイヤ）・ナノ光共振器（フォトニック
結晶・マイクロディスク）」と「希土類添加半導体」を
融合した半導体ナノ光デバイス実現に向け結晶成長・微
細構造作製プロセス・顕微光学評価および微細構造評価
の要素技術確立を図っています。
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Society5.0 実現に役立つ
次世代ナノフォトニクスの開拓

舘林 潤 TATEBAYASHI Jun

マテリアル生産科学専攻   准教授
構造機能制御学講座 結晶成長工学領域
      

＃化合物半導体 ＃ナノワイヤ ＃ナノ構造 ＃発光デバイス ＃希土類添加半導体

22

フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
・
セ
ン
シ
ン
グ
工
学


